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こもれびの森まつり
今年は11月16日（土）です。

※表紙のテーマは「まつり」です。

白岡市のホームページでも議会の情報が見られます。http://www.city.shiraoka.lg.jp/gikai/



商工観光課

問　白岡市住宅リフォーム資金補助事業につい

て、１件当たりの補助内容はどのようになって

いるのか。

答　１件当たり、補助対象経費の５％、１０万円

を上限としている。

　また、36件の補助に対して、施工業者は９

業者、工事内容については、外装、内装、ト

イレ、浴室、台所の改修工事が主な内容となっ

ている。

教育委員会

問　教育委員会で把握している本市のいじめ

の件数と、いじめ防止対策推進委員会に上げ

られたいじめの件数は何件か。

答　平成30年度に報告を受けた件数は、小学
校58件、中学校27件の計85件である。その

うち、いじめ防止対策推進委員会に上げられ

たものはない。

環境課

問　危険な空家は、何件把握しているのか。

危険な空家の内部の実態は、把握できていな

いのか。

答　市内で把握している危険な空家は、９件

である。危険な空家は、内部に入ることが難

しいため、樹木や外壁の状態など、外見で判

断している。

総括質疑

問　教育振興費雇用保険で追徴金が発生した

原因と詳細を伺う。

答　29年度に任用した臨時職員につき、社会
保険及び雇用保険の適用を受けないものとし

て任用したが、週20時間以上の

勤務となる月が見受けられたため

29年度にさかのぼり加入する必要

が生じた。昨年12月に雇用保険

の適用手続きを行ったものである。

一般会計全般に対し

反 対 討 論

　消費税は低所得者に負担の重い税です。

10％への引き上げは、廃止または引き下げる

よう国に働きかけるべき。また、マイナンバー

制度の普及は低水準にも関わらず、暴挙ともい

える国の進め方を止めさせるべきです。

賛 成 討 論

　歳入は昨年並みでありますが、税務課職員

の努力が認められます。歳出は社会保障全般

に力を入れていると評価できます。また、都市

基盤の整備についても、良好

な市街地の形成に向けて事

業推進が図られています。限

られた予算で十分な成果を上

げていると認められます。　

秘書広報課

問　市公式ホームページについて、市民目線で

は、まだ情報を探しづらいと感じる。今後どの

ように改善を図っていくか。

答　今後はホームページのスマートフォン対応

について検討していきたい。しかしながら、県

ではホームページを含む電算システムの統一化

の動きもあるようなので、その動きも注視して

いきたい。

問　市長への手紙がホームページに公開さ

れるまでの期間は、もう少し短縮できない

か。

答　市長への手紙は、回答まで２週間程度、

ホームページへの公開まで１か月程度時間を頂

いている。期間の短縮については、検討課題

としたい。

一般会計

● ● 主な事業 ● ●

地域振興課

問　地域公共交通サービスについて、運転免

許証の自主返納者支援を実施しているが、運

転免許証自主返納者の人数は。

答　１４１人である。

問　国際交流の中で、外国人の労働者対策と

して、国は大胆に予算を組み、対策をしている

が、市にはどのような形で表れてきているのか。

答　具体的に国や県から示されているものは

なく、予算レベルでも同様である。制度改正に

伴う情報提供はあるが、具体的な事業内容の

伴うものはきていない。

市民課

問　マイナンバー制度が始まってから３年半

ぐらい経つが、マイナンバーカードの発行状況

は。

答　７月31日現在、申請7,550件、交付件数
6,480件、交付率約12.3％となっている。

　8月29日から9月25日までの28日
間にわたり定例議会が開かれ、報告
1件、市長提出議案27件、議員修正
議案1件を審議・可決・認定しました。

《９月定例会》

市公式ホームページ

☆小・中学校空調設備整備事業

☆アクティブシニア活躍支援事業

☆子育て世代包括支援センター事業

☆労働者住宅資金貸付事業

☆生涯学習センター維持管理事業

☆民間保育所整備推進事業

☆白岡西部産業団地企業誘致

　推進奨励事業

市の事業を
一般会計決算

平成30年度 クッェチ

歳　入…158 億 3,779 万  9,005 円　差引額…７億 4,924 万 2,563 円

歳　出…150 億 8,855 万  6,442 円 ※差引額には、令和元年度への
繰越事業が含まれています。
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平 成
30 年度特 会 決別 計 算

国民健康保険

問　保健事業で特定健康診査の対象者が

9,022人に対して、受診者が2,722人は少な

いのではないか。

答　受診率については、前年度と比較して

26.9％から30.2％に上昇しており、今後も

受診率の向上につなげたい。

問　団塊の世代の退職に伴い、国民健康保険

事業の負担増が見込まれるが、これからの3
年間をどのように考えるか。

答　国民健康保険事業の運営は厳しいものが

あるが、国民健康保険事業は30年度から都

道府県化されており、埼玉県が運営主体なの

で運営に支障はないものと捉えている。

問　不納欠損額が5900万円(29年度)から
9900万円(30年度)へと大きく増加している

が、なぜか。

答　増え続けている滞納整理案件に対し、納

税緩和措置の適用が適当と考えられる案件に

ついて、積極的に滞納処分の執行停止に取り

組んだ結果である。

反対討論

　30年度から県と市の共同事業としての運

営になりました。しかし、これを機会に市の

保険税は大幅に引き上げられ、さらに、多

子世帯の負担が重くなりました。このよう

な内容を改善するには、国に制度改善を働き

かけるとともに、当面は繰入金を増額すべき

です。

賛成討論

　国民健康保険は国民皆保険を堅持するため、

30年度から運営が県単位とな

りました。本決算は市民が健康

維持のため、適正な予算執行が

なされたものと認められます。

よって、本案に賛成します。

後期高齢者医療

反対討論

　この制度は高齢者の医療費削減を目的に作

られたもので、75歳以上の方々を別建ての保

険制度に加入させるものです。運営主体が県の

広域連合となっているため市民や議会の意向は

反映しにくく、滞納による保険証取り上げのお

それもあり廃止すべきです。

賛成討論

　歳入につきましては、口座振替の促進や電

話催告等、保険料の徴収努力がなされていて、

歳出につきましても、後期高齢者医療制度へ

の財源を適正に支出しています。よって本決算

は後期高齢者医療制度に基づき適正な執行が

なされたものと認められます。

介護保険

問　介護認定審査会の委員は何名か。また、

何回開催されたのか。

答　介護認定審査会は5合議体で23名である。
30年度は164回開催した。

反対討論

　高齢者に対する介護サービスを一体的、効

率的に提供し、社会全体で支える制度として

出発しました。しかし制度改正が行われ、昨

年8月から現役並み所得のある人は利用料が

3割負担となりました。国が介護保険に対す

る責任を果たし、制度の改善を図るべきです。

賛成討論

　高齢者の介護を社会全体で支える仕組みと

して平成12年度に発足しました。少子高齢化

が進み、介護費用の増加が懸念されるなど仕

組みの改善が求められますが、市民にとって

有効なものとなるよう努力していると認められ、

賛成するものです。
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農業集落排水

問　人口動態を見ていると、利用者が減少し

ている現状で、今後ますます負担増が懸念さ

れるが、いかがか。

答　次年度からの公営企業会計化に伴い、資

産状況を把握、分析することにより、財政の

健全化を目指す。

公共下水道

問　白岡工業団地の下水道整備はいつ頃から

実施するのか。

答　今年度、基本設計を実施している。次年

度以降、区間を定めながら詳細設計、工事を

進めていく。

反対討論

　この事業は、市街化区域内の住環境整備、

河川の浄化を目的に進められている事業で、

今年度は西地区の公共下水道雨水幹線築造工

事等を行いました。しかし、利用する市民に

受益者負担金を課したり、都市計画税の賦課

等の二重負担は問題です。

賛成討論

　公共下水道の整備は、快適な生活環境の改

善のみならず、河川等の公共用水域の水質保

全を図るための基盤的な公共施設のひとつで

す。厳しい財政状況でありますが、今後も着

実に公共下水道の整備が図られるよう賛成し

ます。

野牛・高岩土地区画整理

問　保留地の処分状況はいかがか。

答　一般保留地については全て売却済みで

ある。また、特別保留地について処分率は約

97％である。

白岡駅東部中央土地区画整理

問　執行率が低く見受けられるが。

答　繰越明許費繰越額が含まれているため、

執行率が低くなっていると考えている。

水道事業

反対討論

　本年度の水道事業は、給水人口が減少し、

給水栓が増加するという結果になりました。

有収率は前年より大幅に減少し、この改善は

急務です。経理の状況は安定的に運用されて

いますが、水道料へ消費税10％を転嫁する

ことには反対です。

賛成討論

　水道事業は、市民に安全で安心な水道水を

供給するための重要な事業であり、計画的に

推進されています。経理状況は安定的に適切

に運用されており、市民のライフライン構築の

ため、各施設・設備も適切に管理・運営されて

います。よって本案に賛成します。

特 

別 

会 

計

区  分 歳　入 歳　出 差 引 額

国民健康保険 53 億 1993 万１千円 48 億 8364 万 7 千円 4 億 3628 万 4 千円

後期高齢者医療 6 億 2678 万 1 千円 6 億 1962 万 7 千円 715 万 4 千円

介護保険 33 億 7180 万 9 千円 32 億 5840 万 6 千円 1 億 1340 万 3 千円

農業集落排水 8265 万 3 千円 7784 万 3 千円 480 万 9 千円

公共下水道 12 億 1578 万 7 千円 11 億 9941 万円 1637 万 6 千円

区
画
整
理

野牛・高岩 829 万 6 千円 564 万 2 千円 265 万 4 千円

白岡駅東部中央 2 億 3492 万 1 千円 1 億 9573 万円 3919 万 1 千円

水道事業会計
（消費税を含む）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

11 億 3106 万円 9 億 6656 万 2 千円 3215 万 4 千円 3 億 1589 万 8 千円

＜平成 30 年度　特別会計 決算＞

※千円未満を四捨五入しているため、差引額が一致していない場合があります。
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条　　例

学童保育所条例の一部改正

　原案は、学童保育料を2千円引き上げ月額

9千円にするものと、篠津第三児童クラブを

増設するものです。

　文教厚生常任委員会にて可決すべきものと

されましたが、本会議にて動議が出され、篠

津第三児童クラブの増設は認めるが、2千円

の引き上げは白紙とする修正案が出されまし

た。

　議論の末、修正案が可決されました。

問　他の多子世帯減免も検討したうえで、2
人目以降は7千円としたのか。

答　公の施設の利用料という考えから一律の

保育料を設定した。しかし、家庭の負担を考

慮し、2人以上入所している場合の軽減策と

して、2人目以降は7千円とした。

問　2千円の増額に対応できず、利用をあき
らめ、保護されない子どもが出てくる心配が

あるが、どう考えるか。

答　市町村民税所得割課税額77,100円以下
の世帯の一部まで、現行の減免制度の中で対

応できると考える。利用者の実情に応じて、

真摯に対応していく。

問　幼児教育・保育の無償化が始まる時期で

あり、なぜこのタイミングでの値上げなのか。

答　幼児教育・保育の無償化は少子化対策と

しての効果は考えられるが、学童保育料は国

の考え方に基づき負担いただいている。5人

に1人という利用であり、ご負担をお願いし

たい。

問　値上げはやむを得ないが、保育の質は絶

対に確保するということを保証してほしい。

答　保育の質が重要ということは認識して

いる。そのための人材確保に努めるとともに、

保育の質の維持・充実に努めてまいりたい。

※上記の問答は、原案に対するものです。

原案賛成討論（修正案反対）

　28年度に指定管理に移行した時、費用が

約3倍になり、従前の学童の運営から質・量

とも安定した運営に変わった。使用料はこの

時に上げるべきであった。また、児童福祉審

議会発案時に市民に理解を求めるべきであっ

た。受益者負担の観点から賛成します。

原案反対討論（修正案賛成）

　学童保育料2千円の値上げ案は、①事前に

利用者への説明がない②白岡市児童福祉審議

会答申「高学年が入所を控える懸念」に対応し

ていない③負担比率は国が軽く市や利用者が

重い④篠津第三児童クラブの開設案も含まれ

る提案の仕方にも問題があり反対します。

修正案反対討論（原案賛成）

　市の学童保育所の運営は、入所対象児童を

小学6年生まで拡充するなど所要の努力がな

されている。今後も学童保育のサービスを維

持するためには必要な改定であると考えるの

で、修正案には反対です。

修正案反対討論（原案賛成）

　平成6年以降、市では学童保育料の見直しが

なく、受益者負担の適正化による公平性の確

保が必要であり、引き上げを先延ばしすること

は待機児童の解消や子育て支援政策の取組を

減速させる要因になりかねないので、修正案に

は反対します。

はと議動正修

　本会議にて審議される議案（原案）の内容に賛

成できない部分がある場合、その部分を議会の

意思で改めることを議案の修正という。修正さ

れた議案（修正案）を修正動議という形式で提出

することで、審議の対象となり採決まで行われ

る。具体的には、本会議中に議長から動議発

言の許可を得て、動議の内容（修正案）を説明す

る。賛成者がいれば動議は成立し、修正案に

ついて審議される。その後、まず修正案から採

決が行われ、修正案が可決されれば修正部分

以外の原案について採決が行われる。修正案

が否決されれば、改めて原案の採決が行われる。
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印鑑条例の一部改正

　旧氏（旧姓）での印鑑登録ができるように定

めるとともに、性的少数者に配慮し、男女の

別を削除し、その他必要な文言整理を行いま

した。

　委員会において、男女の別を削除しない修

正案が委員より提出されましたが、採決の結

果、否決されました。

問　提案理由に記載されていない部分が改正

されている。本来記載すべきでないか。

答　性的少数者に配慮し、印鑑登録原票に登

録する事項から「男女の別」を削除する。総合

振興計画でも、人権の尊重の中で「ＬＧＢＴ

など様々な人権問題に正しい理解と認識を深

め、差別意識を解消するため、あらゆる場や

機会を捉えた人権教育を推進する」としてい

る。本来、提案理由に記載するべきであった

が、こちらの重要性の認識が欠けていた。

問　憲法第24条では、両性と記載されてお
り、これは男と女を前提としている。憲法に

反しているのではないか。

答　印鑑証明から性別を削除することについ

ては、総務省からの通知により、性同一性障

害、性的指向、性自認に配慮して、印鑑登録

証明書に男女の別を記載しない取り扱いとし

て差し支えないとされている。県内の7割近

くの市町が対応している。

問　介護の減免申請書など、他の公的な申請

書の見直しについてはいかがか。

答　市全体の方針については、庁内会議に

おいて説明し、今後現状を把握するための調

査等を実施していく予定である。法的に出来

ない、あるいは記載が必要なものもあるので、

性別情報が必ずしも必要でない場合は削除す

る。性別ごとの統計情報が必要な場合は、回

答しない選択肢を設ける等で見直しを進めて

いく。

成年被後見人等への不当な
権利の制限を撤廃する

条例改正

　消防団員に係る成年被後見人等の欠格条項

の規定を削るとともに、所要の改正を行うも

のです。また、地方公務員法の一部改正によ

り、地方公務員に係る成年被後見人等の欠格

条項の規定が削られたことに伴い、関係する

条文の文言整理を行います。

　排水設備指定工事店の指定基準及び責任技

術者の登録資格に係る欠格条項について、そ

れぞれ「成年被後見人若しくは被保佐人」を

「心身の故障によりその業務を適正に行うこ

とができないもの」に改めます。児童福祉法

の一部改正により、養育里親及び養子縁組里

親に係る成年被後見人等の欠格条項の規定が

削られたことに伴い、関係する条文の文言整

理を行います。

問　消防団員に係る成年被後見人及び被保佐

人の欠格条項を削ることは、その方々も消防

団員になれるということである。消防団の活

動は、判断能力や体力が求められるが、どの

ように考えるか。

答　今回の改正の趣旨は、成年被後見人等

であることを理由に不当に差別されないよ

う、権利の制限に係る措置の適正化を図る

ものであり、その者を個別に判断して任用

するため、運用が大きく変わるわけではな

い。

問　他の条例で欠格条項の規定を削っている

が、下水道条例の一部を「心身の故障により

その業務を適正に行うことができないもの」

に改める理由は。

答　今回の改正は、成年被後見人の欠格条項

を定めているものを削るものであるが、下水

道条例では、その方々が業務を行うのに適正

かどうか判断する必要があることから、改め

るものである。
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令和元年度

一般会計補正予算

　今回の補正予算は、予算総額に1億6755万

4千円を追加し、総額を144億3225万6千円と

するものです。

　歳入の主なものは、幼児教育・保育無償化

事業に伴う、国・県の負担金などです。

　歳出の主なものは、幼児教育・保育無償化

事業と危険な交差点への車止めポール等の設

置に伴う費用です。

問　西小学校の一部改修等に伴う小学校施設

設備維持管理事業への526万5千円の増額につ

き、西小学校の児童数が増加しているとのこと

であるが、具体的にどの学年が増加しているの

か。

答　2年度にかけては2年生の学級数が増える
予定であるが、それ以外にも学区内において

開発行為が多く行われているため、全体的に

増加傾向にある。

問　新１年生への就学援助事業の支給対象人

数は何人か。

答　予算上、30人を見込んでいる。過去4年
間の支給実績を踏まえ、最も人数が多かった

30年度の支給人数（24人）の2割増で算出した。

問　交通安全施設設置事業の工事箇所は、点

検等を実施したうえで危険箇所を抽出している

と思うが、全部で何箇所を予定しているのか。

また、今年度は何箇所実施するのか。

答　14箇所を予定している。また、今年度は
５箇所を予定している。

問　日常における道路の安全性の確認はどの

ように行っているのか。

答　市民や行政区からの情報提供や道路課職

員が現場に出る際にパトロールを兼ねて危険

箇所の把握に努めている。また、市職員から

の情報提供もお願いしている。

令和元年度

特別会計補正予算

国民健康保険

　今回の補正予算は、予算総額に4億2628万

4千円を追加し、総額を52億419万5千円とす

るものです。

問　国民健康保険財政調整基金について、現

在（補正後）の残高はいくらか。また、どれく

らいの残高が理想か。

答　補正後の残高は約2億9400万円である。
なお、30年度末の残高である3億2000万円前

後が理想と考えている。

介護保険

　今回の補正予算は、予算総額に1億1489万

円を追加し、総額を31億7917万4千円とする

ものです。

問　地域リハビリテーション派遣事業につい

て、地域包括支援センターを通じて行うのか。

答　市に派遣依頼の申請をいただき、決定し

た後、市が理学療法士を派遣している。

問　介護給付費等準備基金にはどのくらい積

み立てる予定なのか。

答　現在残高が約3億9千万円あり、30年度
から2年度までに、基金から2億円を取り崩し

て給付費に充てる予定になっている。

公共下水道

　今回の補正予算は、予算総額に491万1千

円を追加し、総額を12億3966万7千円とす

るものです。

問　防災用マンホールトイレ整備事業がなぜ

560万円も不足したのか。

答　水洗用の水について、プール等の水の活

用を検討しているが、災害時、プールが使用

できない恐れも想定し、各施設に防災用の井

戸を掘ることとしたものです。
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９月定例議会の一般質問は、16名の議員が37項目について行いました。

◆遠藤　誠 議員
　○人口減少と世帯数の増について

　○コミュニティ・スクールと教育委員の選任について

　○第3局（市民）の伸長つまり「自治」こそ市の発展ではないか
　○地域支援事業の進捗について　○パース（透視図）について

◆野々口眞由美 議員
　○新白岡駅周辺の開発及び発展について

　○保育所待機児童問題について

◆松本栄一 議員
　○小学校の教科担任制導入について

　○ふるさと納税の今後について

◆大島　勉 議員
　○梨のまちしらおかとして　○市道の歩道整備の現状は

◆菱沼あゆ美 議員
　○防災の向上について　○読み書き支援の推進について

◆中村匡志 議員
　○道路財源・子育て財源の充実について

　○�小中学校の通学路や保育園等の散歩コース、その他生活道路の安全確保について

◆関口昌男 議員
　○人事院勧告と市役所に働く労働者の給与改定について

　○会計年度任用職員制度の導入について

　○学童保育の長期休み入所時の給食の導入について

◆斎藤信治 議員
　○子どもの貧困対策を問う

　○困難を抱えた子どもを守るために

◆石原富子 議員
　○小中学校学区の見直しは

　○地域包括ケアシステムの活用は

◆中川幸廣 議員
　○広域行政について　○新知事誕生と白岡市との関係について

◆加藤一生 議員
　○地域公共交通及び既存交通機関の改善について

　○市職員の労務管理におけるコンプライアンスについて

◆藤井栄一郎 議員
　○防災行政用無線の運用について

　○都市計画道路等の整備促進について

◆渡辺聡一郎 議員
　○公共交通の改善策と今後について

　○子育て世代に選ばれる街になるために

　○学童保育料の値上げについて

◆中山廣子 議員
　○高齢者・障がい者の使用済み紙おむつ等無料収集について

　○市立図書館の現状と利用等について

　○都市公園の樹木について

◆江原浩之 議員
　○白岡駅西口線及び白岡駅西口駅前広場について

　○旧庁舎解体に伴う跡地利用について

◆山﨑巨裕 議員
　○市役所連絡所の拡充について

※１人につき２項目までを要約して掲載しています。

　前年対比142人の人口減、逆に
前々年対比では548世帯の増であ
る。市長はある会の総会で、人口

減だが世帯は増とあたかも前者が

後者を埋め合わせるようなあいさ

つをした。本当なのか。このよう

な分析では政策はあやういのでは

ないか。

人口減少と世帯数の
大幅増について伺う問

　社協やシルバー人材センター、

観光協会は官庁ではなく民間色が

強く発想が柔軟なことが肝要では

ないか。幹部職員が市役所の OB
であることはマイナスでは。市職

員の再就職先とすることで市にと

って失うものが多すぎるのではな

いか。

社会福祉協議会は
民間機関なのか問

　世帯数の増加は、高齢者の単身

世帯のほか、未婚化・晩婚化の進

展による単身世帯や、夫婦のみの

世帯の増加等が要因であると考え

られる。今後の人口動向や社会構

造の変化等を的確に捉え、定住促

進等の施策の立案を行っていく。

定住促進等の施策の
立案を行っていく答

　各法人・団体は、地域活動の重

要な役割を担っており、市のまち

づくりと密接な関係を有し、補完

的役割を担っている。採用に当た

っては、それぞれの団体の視点か

ら市内の状況を熟知し、当該法人・

団体の事業に精通している方が任

用されていると理解している。

それぞれの法人の
視点から採用している答

（清明会）

遠藤　誠 議員
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　保育料無償化に伴い待機児童の

増加が心配される。また、入所し

た者勝ちを解消すべく、3歳児だ
けでも通所している方も含め、審

査をしてはどうか。さらに、障害

を有する子どもへの保育所対応に

ついて伺う。住民に寄り添った心

ある対応を求む。

保育園待機児童問題を
伺う問

　当市のふるさと納税は、28年度
の約9260万円を最高に毎年減少し
ているが、その要因は。今後、寄

附の申し込みを増やす方策として、

複数の運営会社の活用や新たな返

礼品の開発等が挙げられるが、ど

のように進めていくのか。

ふるさと納税の今後は問

　新白岡駅前の市有地について売

却ではなく他の目的で利活用はで

きないか。また、新白岡エリアを

開発した当初の目的と街づくりの

計画を伺うとともに、市の入口と

なる駅前の開発について、今後の

新白岡エリアの発展と合わせて伺

う。

新白岡駅周辺の
開発及び発展は問

　小学校高学年では、音楽科、家

庭科など一部の教科で教科担任制

を実施している。来年度から5･

6年生の英語が教科となるが、教
科担任制への対応は。また、全教

科での担任制は、教員の専門性の

有効活用、負担軽減にも有効と考

えるが、当市の検討状況は。

小学校の教科担任制の
導入は問

　待機児童解消のため、保育所整

備を推進しつつ、公平な入所調整

を実施し、国が示すとおり、児童

の健全な発達を促すために一貫し

た継続的な環境で保育する。障害

児の受入れは、民間では公定価格

の面から対応が難しいため、市立

での受入れの充実に努める。

公平な入所対応と
待機児童対策を進める答

　寄附減少の要因は、総務省通知

により返礼品割合を引き下げたこ

とや全国的に参加自治体が増加し

たこと等が考えられる。寄附拡大

に向けて、複数のポータルサイト

活用の検証を行うとともに事業を

委託している企業や関係部署と新

たな返礼品の開発に努める。

委託企業などと連携し
寄附拡大に努める答

　売却は、土地を有効活用するた

めの選択肢の一つと考えている。

当初は、市北部の新たな拠点とし

て位置づけられていた。今後は、

市全体のバランスに配慮しつつ、

やすらぎの拠点として都市基盤の

整備更新など、住環境の更なる向

上に向けた取組をしていく。

暮らしやすいまちとなる
よう努めていく答

　小学校の英語教科化の対応とし

て、中学校英語免許を有する教員

を１名配置している。全教科の担

任制は多くの教員を配置する必要

があり、本市単独の対応は難しい。

今後は、国や県の動向を注視しな

がら、よりよい学習の環境整備が

図られるよう検討していく。

よりよい学習環境の
整備を検討する答

（TSUNAGU）

野々口眞由美 議員

（創政会）

松本栄一 議員

市の返礼品例

梨 トマト
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　当市では、梨をイメージしたマ

スコットキャラクター「なしべえ・

なしりん」があるが、どう活用さ

れているか。また、白岡美人プロ

ジェクトはどう進んでいるか。白

岡の梨をＰＲするために、マスコ

ットキャラクター等、今後どのよ

うに活用していくのか。

梨のまち白岡として問

　自主防災組織が未設置の行政区

はいくつか。100％を目指し、積
極的に推進すべきではないか。ま

た、避難行動要支援者の個別避難

計画を、地域と福祉担当者が連携

をして、作ってはどうか。その計

画を生かした福祉的な避難訓練が

必要だが、どうするのか。

自主防災組織100％で
防災力向上へ問

　現在、市内の歩道整備はどうな

っているか。高齢者や障がいのあ

る方等が歩行する場合、現在ある

歩道で地割れしたり、雑草に覆わ

れて危険な箇所が散見される。市

民にやさしい歩道とはどのような

ものと考えるか伺う。

市民にやさしい歩道を問

　視覚障がいや弱視、高齢で読み

書きが困難な人たちがいる。個人

情報の扱いや、点字の翻訳等の多

様なニーズに対応した、窓口での

代読や代筆サービスが合理的配慮

として必然である。市の職員等が、

専門的な研修を受けて応じていく

ようにしてはどうか。

視覚障がい者や高齢者へ
読み書き支援を問

　イベント参加やテレビ出演、イ

ラスト活用等により、特産品のP
R等を行っている。白岡美人プロ
ジェクトはＰＲ活動用ロゴマーク

やのぼり旗等を制作し、今後、戦

略策定に向け実行委員会を設置す

る。今後もマスコットキャラクタ

ーを活用したＰＲを行う。

キャラクターを活用した
ＰＲ活動を行う答

　全45行政区のうち15行政区で未
設置となっており、組織化に向け

て積極的な働きかけを行っていく。

また、避難行動要支援者の個別計

画は、地域の協力を得ながら策定

を進めており、個別計画を活用し

た避難訓練は、市の総合防災訓練

での実施を検討していく。

組織化へ向けて積極的に
働きかけていく答

　歩道の整備について、当市では

国や県における公共施設の整備基

準に基づき工事を実施している。

　今後も、路面や構造物の状況を

確認し、安全で安心な環境が確保

できるよう努めていく。

快適で安全な歩行空間を
確保していく答

　市の窓口対応については、日ご

ろから職員が代筆や代読が行える

よう声掛けするなど視覚障がいの

方々への配慮に努めている。また、

障害者差別解消法に基づく職員対

応要領を遵守し、窓口のサービス

向上・充実を図っていく。

視覚障がいの方々への
配慮に努めていく答

（創政会）

大島　勉 議員

（公明党）

菱沼あゆ美 議員

イベント中のなしりん・なしべえ
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　大津市のような悲惨な交通事故

を防止するためには、保育園の散

歩コースや小中学校の通学路を把

握した上で、ガードレールや車止

めポールなどの安全対策を行う必

要があるが、現状は。また、通学

路での連れ去り防止のためには、

登下校通知システムが必要では。

保育園散歩コースや
通学路の安全確保を問

　学童保育を利用する保護者から、

長期休みの入所時には、給食を実

施して欲しいという要望が出てい

る。その場合、いくつかの検討さ

れなければならない課題はあるが、

学校の給食施設を利用した提供が

理想かと思うが前向きな検討はで

きないか。

学童保育所長期休み
入所時の給食導入は問

　国と地方が一体となって子育て

支援に取り組む中、学童保育の保

育料値上げには賛同できない。側

溝蓋架け等道路の整備に関しても、

市民の皆様の要望の処理が遅れて

いる状況だ。これらの問題を抜本

的に解決するための財源の充実に

つき、具体的な方策を伺う。

子育て財源・道路財源の
充実を問

　今年の人事院勧告は8月7日に
行われた。また、県の最低賃金改

定の公示は30日に行われ、いず
れも前年に引き続き改善の内容だ。

正規・非正規を問わず、全ての働

く者が意欲的に働き続けるには勧

告等の内容を誠実に実行すること

が必要ではないか。

人事院勧告と市役所
労働者の給与改善は問

　小中学校の通学路で歩行者が多

い交差点5か所について、交通安
全施設設置の予算を計上した。

　今後は、保育園等の散歩コースに

ついても危険箇所への交通安全施

設の設置に努めていく。見守り活

動の充実を図りつつ、登下校通知

システムの研究にも努める。

散歩コースや通学路の
安全確保に努める答

　学校の給食施設を利用した給食

の提供は、提供食数が少ないこと

から、1食あたりの単価が割高に
なることのほか、給食用設備のメ

ンテナンスを長期休みに行ってい

るため、現状では難しいと考えて

いる。なお、学童保育所では、弁

当の宅配について検討中である。

給食は難しい
弁当の宅配を検討中答

　市では、従来、土地区画整理事

業を積極的に推進してきた。今後

も、都市基盤整備を進め、地価の

上昇や、定住人口の増加を図り、

税収に還元させることで、財源の

充実を図っていく。

基盤整備を進め、
税収の増加を図りたい答

　市行政の運営にあたり、全ての

職員が能力を十分に発揮し、高い

士気を持って勤務できる働きやす

い環境づくりを行うことは、必要

不可欠である。国や他の地方公共

団体の動向を注視しつつ、職員の

適正な処遇を確保するため、適切

な措置を講じていきたい。

適切な措置を
講じていきたい答

登下校通知システム

（創政会）

中村匡志 議員

（日本共産党）

関口昌男 議員

12



　教育委員会は、スクールソーシ

ャルワーカーが満足のいく働きを

するように、ケース会議等で状況

を把握し必要な支援をしているか。

また、関係者(教師・スクールカ
ウンセラー・さわやか相談員・支

援員等)間の連携が十分に取れる
ようにしているか。

困難を抱えた子どもを
守るために問

　超高齢社会の大きな課題の認知

症は、地域や家族が正しく理解し

て温かく見守ることが重要だ。サ

ポーター養成講座を小中学生に広

げることや、地域ケア会議の充実

や周知など、更に地域包括ケアシ

ステムを充実させていく必要があ

る。今後の取組を伺う。

認知症高齢者に対しての
取組は問

　子どもの貧困対策の推進に関す

る法律の一部が改正され、市町村

でも貧困対策計画の策定が義務付

けられた。貧困等の困難を抱えた

子どもの実態を把握すること。当

事者である子どもの声を聴くこと。

その上で、貧困対策計画を策定す

るべきではないか。

貧困対策計画の
策定予定は問

　市内で唯一、篠津小学校の通学

区域に居住する一部の生徒が中学

進学時分断してしまう。毎年、指

定校変更届を出し、許可を受けな

ければ篠津中学校に進学できない

状況に生徒も保護者も悩んでいる。

新築住宅も増える当該地区の行政

区の見直しも含め改善策を伺う。

篠津中学校通学区域の
改善策は問

　教育委員会では、ケース会議に

出席し、状況の把握に努めている。

今後は、困難を抱えた子どもにつ

いて適切な情報共有が図られるよ

う、スクールソーシャルワーカー

に詳細な報告を求めるとともに、

関係者間の連携を密にし、よりよ

い支援に努めていく。

関係機関で連携を密にし
支援に努める答

　認知症サポーター養成講座の小

中学校での開催は、授業時間数の

確保などにより難しい状況がある。

関係機関と連携し実施可能な範囲

で取り組んでいきたい。地域ケア

会議の充実を含め、認知症総合支

援事業における支援体制の整備等

の推進に努める。

認知症総合支援事業の
推進に努める答

　貧困対策を推進するためには、

貧困にある子どもの早期発見が重

要である。支援相談員や、さわや

か相談員等を配置し、日頃から子

どもの声を聴いている学校や幼稚

園、保育所等と連携し、実態把握

に努める。また、国や県の政策を

参考に計画策定を進めていく。

国及び県の計画を参考に
策定していく答

　通学区域の見直しは、地域の意

見をふまえ慎重に対応する必要が

あり、見直しの時期にはないと考

える。当該地区の指定校変更につ

いては、手続きの簡素化を含めた

承認基準の見直しを予定している。

通学区域の見直しに関連した行政

区の見直しは予定していない。

指定校変更の承認基準の
見直しを図る答

（TSUNAGU）

斎藤信治 議員

（TSUNAGU）

石原富子 議員

「子供の未来応援国民運動」の

シンボルマーク
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　次年度の予算編成の時期となり

予算の捻出に苦慮なされているこ

とと考える。予算捻出の方法の一

つとして広域行政による行政運営

が考えられる。広域行政はややも

すれば市の独自性も失われる点も

考えられる。広域行政についてど

のように考えられるか。

広域行政の推進を問

　(1)コンプライアンスの2つの側
面について質問する。①サービス

残業を行わざるを得ないような状

況はないか。②パワハラなどのハ

ラスメント行為はないか。

　(2)「法令遵守」・「倫理遵守」を
明白化・可視化する手始めとして

タイムレコーダーの導入検討は。

市職員の労務管理の
コンプライアンスは問

　上田県政が終焉し、新知事の辣

腕を我々県民は期待している。市

長が市の行政運営における懇願な

どは衆議院議員のほか、知事もお

られるがその関係の円滑さは感じ

取りにくい。市長は新知事との関

係を市発展のため、どのように対

処し、何を期待されるか。

新知事に期待することは問

　(1)「白岡市のりあい交通」の更
なる周知普及策として、幼稚園児

から小学生までを対象にして、体

験乗車会を開催する考えはあるか。

(2)白岡駅西口発着の唯一の市内起
点である民間路線バスの運行路を

モラージュ菖蒲まで延伸するよう

当該の民間バス会社に要請しては。

地域公共交通及び
既存交通機関の改善は問

　将来にわたって市民サービスの

維持・向上を図っていくためには、

市町村間の連携は不可欠である。

広域行政の実施に際しては、広域

化のメリットやデメリットを十分

に検証するとともに、市民サービ

スの向上を第一に考え、検討して

いく。

市民サービスの向上を
第一に考えていく答

　サービス残業を促すことやハラ

スメントの相談案件で継続中のも

のはない。職員の勤務時間は所属

長が職員とコミュニケーションを

図りながら把握しており、タイム

レコーダーの導入については、職

員の人数や導入費用を考慮し、当

面は現行の方法で対処していく。

働きやすい職場づくりに
努めていく答

　新知事においては、これまでの

政治経験を生かして国との連携を

深め、力強いリーダーシップによ

り、県の活力と賑わいを創出して

もらいたい。ともに地方自治の立

場から、県民及び市民の福祉向上

のため、また、市の持続可能な発

展に向けて連携していく。

埼玉県の活力と賑わいの
創出を期待する答

　体験乗車会は、お子様からご家

族などへの普及啓発の相乗効果も

考えられ、今後の周知、啓発の参

考にしたい。民間路線バスの延伸

要望は、経費負担、市内交通事業

者との協議や他自治体の公共交通

との調整などの課題があるので、

今後、調査・研究していく。

市民の皆様とともに
発展させる答

（白新会）

中川幸葊 議員

（清明会）

加藤一生 議員
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　市の総合振興計画にある、都市

計画道路、白岡宮代線の早期開通

に向けた取組状況はどのようにな

っているのか。また、市道路線の

危険箇所の把握や雑草等が繁茂し

た市道の管理状況や市制5周年記
念事業で命名した5路線の管理状
況について伺う。

白岡宮代線早期開通と
市道の管理状況は問

　毎年、全国各地で自然災害が発

生し、災害規模も増大、益々防災

に対し関心が高まっている。防災

行政用無線の活用が市民への情報

伝達手段として益々重要になって

いる。更なる市民への情報伝達と

して、白岡まつりや総合防災訓練

等の告知に利用できないか伺う。

防災行政用無線の
有効活用を図るべき問

　白岡宮代線は、現在橋脚本体の

築造工事を進めている。今後も関

係機関と連携し工事の進展に努め

ていく。市道の除草は業者委託や

職員で対応している。道路愛称を

定めた5路線については、より市
民に愛着を持っていただけるよう

道路環境の向上に努めていく。

事業の進展、
適正な管理に努める答

　防災行政用無線は市内全域に情

報を伝達する重要な通信手段であ

り、防災や防犯に関わる情報だけ

でなく行政情報も放送するもので

ある。近隣市町の状況を踏まえ、

市が実施する事業や多くの市民の

参加が見込まれるイベント情報に

ついても活用を検討していく。

近隣の状況を踏まえ
運用を判断していく答

工事が進む白岡宮代線

のりあいタクシー

　3年度の契約更新に合わせて事
業の見直しを行うとのことだが、

その要点は何か。特に利便性の向

上や契約内容の見直しが必要と考

える。また新たな公共交通（小型

コミュニティバスや民間・NPO
との協働等）の可能性についても

検討を始めるべきではないか。

のりあい交通の改善と
新交通の検討を問

　学童保育料が値上げされるがそ

の理由は。単に受益者負担を増や

すだけでなく社会全体で子育てを

支援する考えが必要では。消費税

増税もあり生活への影響が懸念さ

れる。市民の視点に立って制度設

計すべきと考えるが、所得や学年

による減免等は検討されたのか。

学童保育料の値上げに
ついて市の考えは問

　効率的な契約形態に向け、予約

の不成立の解消等、利便性の向上

や事業の継続性、安定性を確保し

た契約にできるよう、内容を引続

き検討する。今後の地域公共交通

は、「のりあい交通」やさまざま

な施策と組合わせ、市全体の課題

として対応していく。

利便性向上に重点を
置いた見直しを行う答

　学童の利用希望が増え、待機も

発生した。こうしたニーズに対応

し、受益者負担の観点から適正な

使用料の負担をお願いするという

趣旨で、安定した運営を行うため

の改定である。既存の減免制度で

対応可能と判断した。なお、子育

て支援として多子減免を採用した。

受益者負担の点で
適正な使用料の負担を答

藤井栄一郎 議員

（清明会）

（創政会）

渡辺聡一郎 議員
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　市内にある31ヶ所の都市公園の
管理・点検を行う上で市民等によ

る情報提供が欠かせないと思うが

いかがか。また、公園に親しみを

持ってもらい、樹木を大切にする

気持ちを育むために、樹木にネー

ムプレートを付けてはどうか。

公園の樹木の管理と
ネームプレートを問

　旧庁舎は、老朽化等の理由から

早期に撤去を望んできた。具体的

に旧庁舎解体工事の進捗状況及び

解体工事後の土地利用形態は。次

に、シルバー人材センター利用者

の駐車スペースを確保すべきと考

えるが、市はどのように考えてい

るのか。

旧庁舎解体に伴う
跡地利用は問

　10月1日で新図書館が開館して
１周年になる。多くの方に来館し

ていただき、図書館での時間を楽

しんでもらいたい。しかし、図書

館に行きたくても、さまざまな事

情により行けないという話を聞く。

図書館に足を運べない方のために、

宅配サービスを行ってはどうか。

市立図書館の現状と
利用等は問

　白岡駅西口線及び白岡駅西口駅

前広場が整備されれば、市の発展

に大きな影響を与える。現在の事

業認可区間の進捗状況と完了の見

通しは。次に、既存道路との交差

点は、どのような通行形態になる

のか。白岡駅西口線と白岡駅西口

駅前広場の今後の整備予定は。

白岡駅西口線及び
白岡駅西口駅前広場は問

　職員による巡回や専門業者によ

る遊具の点検のほか、より安心安

全な公園管理のため、市民からの

情報提供のしやすい仕組み作りを

調査研究していく。樹木のネーム

プレートの設置は、公園の老朽化

対策等の事業の見通しが立った段

階で計画的に取り組んでいく。

公園の維持管理に努める答

　一般競争入札により落札された

事業者と契約に向けた事務手続き

を進めている。跡地は駅に近いこ

となどから、当分の間、駐車場用

地として利用したい。中央公民館

及びシルバー人材センター利用者

への対応方法は、駐車場の運営方

法と併せて検討したい。

当分の間、駐車場用地と
して利用したい答

　今年１月から、コミュニティセ

ンター、中央公民館及び勤労者体

育センターの3か所に図書の返却
ボックスを設置している。引き続

き、先進自治体の取組を調査研究

するとともに、まずはこの3か所
で図書の貸出しを行う取次サービ

スの実施に向け、検討していく。

3施設での取次サービス
を検討していく答

　今年度は車道部の路床置換工事

等を実施し、2年度の事業完了を
目指していく。事業完了後は市道

120号線の通行形態が変わり、白
岡駅西口線への車両の通行が禁止

される。事業効果と財源等を考慮

の上、3年度以降から新たな区間
の事業着手に努める。

安全を確保し、
効率的整備に努めていく答

（無所属）

江原浩之 議員

解体予定の旧庁舎

（公明党）

中山葊子 議員
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　白岡駅西口の市役所連絡所は白

岡駅近隣の地域住民にとって利便

性が高い。しかし、大山・新白岡

地域には連絡所がなくこの利便性

は享受できない。同じ白岡市民で

ありながら格差が生じている。連

絡所の設置は地域の活性化にもつ

ながると思うがいかがか。

大山・新白岡に
市役所連絡所の設置を問

　証明書等の郵送による発行や休

日開庁等のほか、市民が身近な場

所で気軽に手続が行えるよう利便

性の向上につながる方策を調査・

研究していく。地域の活性化は、

市民活動が活発になるようソフト

面でのサポートを行い、市民の主

体的な活動を支援していく。

利便性向上の方策を
調査・研究していく答

（日本共産党）

山﨑巨裕 議員

　株式会社地方議会総合研究所代表取締役廣

瀬和彦氏を講師に迎え、「議員が守るべき政

治倫理について」をテーマに講演していただ

きました。

　「政治倫理」とは、政治にかかわる者の行動

規範のことを指します。ご存じの通り私たち

議員は、その地位を利用した不正行為等を法

で禁止されています。

　しかし、公共事業での贈収賄事件やセクハ

ラ・パワハラが問題となるケースも多く見ら

れ、あらためて政治倫理というものを考える

必要があるとのことでした。

　特にセクハラやパワハラは、本人にそのつ

もりが無くても相手が不快に感じたら、それ

はハラスメント行為になります。

　私たちは選挙により市民の皆さまの代表と

して、市政運営に携わらせていただいており

ます。議員として学ぶべき政治倫理を再認識

し、議員であることの職責の重さに、あらた

めて身が引き締まる研修でした。

７月31 日　蓮田市県４区議長会議員研修会
～議員が守るべき政治倫理について～

議会運営委員会

6 日 第4回議会定例会
議会広報常任委員会

10 日 総務常任委員会

11 日 文教厚生常任委員会

12 日 産業建設常任委員会

13 日 総務常任委員会

17 日 文教厚生常任委員会

18 日 産業建設常任委員会

25 日 議会運営委員会

第4回議会定例会

30 日 蓮田白岡衛生組合議会の定例会

10月

3 日 埼玉東部消防組合議会の定例会

4 日 議会広報常任委員会

16 日 議会広報常任委員会

21 日 埼玉東部消防組合議会の定例会

24 日 全員協議会

28 日 総務常任委員会の所管事務調査

29 日 蓮田白岡衛生組合議会の行政視察

31 日 文教厚生常任委員会の所管事務調査

８月

6･7 日 県4区議長会議長視察研修会及び議長会
19・20 日 総務常任委員会の行政視察

23 日 議会運営委員会

29 日 第4回議会定例会
９月

2 日 第4回議会定例会
3 日 第4回議会定例会
4 日 第4回議会定例会

全員協議会

議　会　日　誌
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　富士宮市では、

公共交通の現況と

今 後 の 姿 勢、 動

向について視察し

ました。同市では、

民間のバスと乗り合い型タクシーと市営バ

スである「宮バス」との三者の相互補完体制で、

市内の公共交通網を構築し運営しています。

　更に「持続可能性」を重視し、利用者側であ

る市民の自覚を促す目的を込めて「バス停オー

ナー制度」を導入し、オーナーとなった方に

バス停の命名権を付与して協力金を頂くなど、

市民参加の取り組みも行っています。

　当市でも、この「市民参加」への取組を積極

的に展開する必要性を感じ、今後の動きに期

待します。

　焼津市では、公共施設マネジメントについ

て視察、学習しました。同市において、築後

30年から45年を経過している公共施設が多く

　十日町市では、

小中一貫教育に

ついて視察しま

した。十日町

市教育委員会で

は、子どもの減

少、学校の小規

模化が進む現状に鑑み、新しい形態としての

学校「小中一貫教育」を平成26年度から実施し

ており、学力の向上、不登校児童生徒の減少

等が図られ、スムーズに展開されていました。

　小中一貫教育は、前期（小学１～４年）、中

期（小学５年～中学１年）、後期（中学２～３

早急な対応が課題となっています。

　そこで、「①大方針」→「②体制構築」→「③評

価」→「④個別方針」→「⑤実践」の手順で対応を

開始しています。市民にも、シンポジウムや

広報紙等を通して、周知、理解を進めていま

す。これらの一連の動きを通して、効率的か

つ持続可能な公共施設の在り方を具体的に検

討しています。

　当市においても、各公共施設の更なる有効

活用、公共施設跡地の次の展開等検討すべき

課題があります。焼津市で学ばせていただい

たように、常に具体的に検討し対応していか

なければならないと考えます。同時に、市民

に対して周知を徹底し、公共施設に見る当市

の未来の姿に対し

て、市と市民が共

通の理解を持つこ

とが大切であると

思います。

年）に区分され、中期に重点が置かれていま

す。時間割も各教科や学習活動の特質に応

じ、弾力的な組み替えも行っています。９年

間を通して児童生徒の育ちを見つめ、考える

この教育形態では、中学校入学に対する不安

の解消や好きな授業が増える等の学校生活

や学習に対する意識改善につながっていま

した。

　一方で、保護者や地域住民を巻き込んだ小

中一貫教育のさらなる推進が求められている

ようです。当市においても、学校の在り方や

小中一貫教育の取組について、検討の余地が

あると考えます。

先進地などへ視察調査委員会活動報告

文教厚生常任委員会
小中一貫教育について 7 月 23 日 � 新潟県十日町市

図書館事業について 7 月 24 日 � 長野県小布施町

総務常任委員会
公共交通について 8 月 19 日　静岡県富士宮市
公共施設マネジメントについて 8 月 20 日　静岡県焼津市
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　鴻巣市では

５月に開催さ

れ て い た ポ

ピーまつりに

ついて視察し

ました。ポピー

まつりの会場は、日本一の川幅を有する荒川

の河川敷を利用しており、広大な土地に咲く色

とりどりのポピーが楽しめるそうです。

　もともとは不法投棄が問題となっていた河

川敷を何とかしたいと始めた事業とのことで

した。不法投棄を抑制する環境づくりを目指

し、花（ポピー）の栽培による環境保全と負担の

ない監視（観光地化に伴う来場者による監視）

を対策として打ち出しました。

　その結果は、観光客による監視の目も働き、

不法投棄の問題は改善され、さらに、ポピー栽培

による農業の活性化や観光による市の盛り上

がり等複数の効果が得られたとのことでした。

　嵐山町では、「千
せん

年
ねん

の苑
その

」と銘打たれたラベ

　小布施町では、図書

館事業について、町

立図書館「まちとしょ

テラソ」を視察しまし

た。誰にでも親しま

れる情報サロンとして活用できる図書館の新

設が待望され、平成21年７月に開館しました。

　新図書館は、「テラソ百選」と題して毎月テー

マを決め100冊程度の本を展示したり、ワー

クショップや創作活動の表現の場として活用

するなどして運営されています。

ンダー園を視察しました。8万㎡もの広大な土

地一面にラベンダーが咲く園内は、圧巻の一

言でした。この事業区域は、大規模農家の事

業縮小に伴い生じた休耕地と耕作放棄地にな

りかけていた周囲の農地とを、周りの農家の

方の協力のもとにつなぎ合わせ準備したそう

です。こちらも農業の活性化という目的の達

成のみならず、観光地化による町のPR、さら

にはラベンダーのオイル精製などの商品化ま

でつながる事業になっていました。

　これらの事業の良い点は、課題のある地域

の改善を図りながら、更に別の効果も得られ

ている点だと思います。両市町とは状況は異

なりますが、当市でも参考にすべき点がある

と考えます。当

市でも、市の特

色を生かし、農

業の活性化につ

なげてまいりた

いと思います。

　また、街なかのお店や銀行等に本を並べ、

そこを訪れる人が本と交流できるような「まち

じゅう図書館」を16館で行っています。この

活動には規約がなく、町からの補助金もない

とのことで、小布施町民の自立や信頼感を感

じることができました。

　図書館は、こうでなければ、こうあるべき、

という考えにとらわれずに、いかに楽しんで

もらえるか、ということにも気を遣うことが、

活気のある図書館運営につながるのではない

かと考えます。

議員の
本会議欠席
について

産業建設常任委員会 魅力ある農業の活性化のために 7 月 11 日　鴻巣市　嵐山町

「細井公議員の本会議欠席の件」につき以下の通り報告いたします。

8月29日　�9月定例議会本会議開催日に正当

な理由なく欠席。

9月  2日　�本会議冒頭で本人より事情説明お

よび謝罪。

9月  3日　�複数の新聞などにより報道。

9月  4日　�議長より本人に対し口頭厳重注

意。

9月30日　本人から謝罪文の提出。

　議会としては、本会議での謝罪をしたこと、新聞報道により社会的制裁をうけたこと、議長からの口

頭厳重注意を受けたことで、これ以上の懲罰はしないこととしました。
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≪９月定例議会の審議結果≫

次回の定例会は11月28日（木）
開会予定です。

９月定例議会傍聴者数

本会議　  市内126名 　 市外  ６名 　 合計132名

委員会　  市内  ９名 　 市外  ０名 　 合計   ９名

　9月の台風15号では、友好

交流協定を締結する君津市で

も甚大な被害が発生しました。

衷心よりお見舞いを申し上げますとともに、被災地

の皆様が一日でも早く日常に戻れるようお祈りいた

します。当市としては小島市長のイニシアティブで

被災直後から多くの職員の皆様が災害救援に駆けつ

けるとともに、多くの物資を提供させていただきま

した。市議会としても義援金をお送りしたことを議

会だよりの場を借りて報告いたします。� （中村）

　（○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席　ー：採決なし）

議席番号・議員名

件　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決
結果

中
村
　
匡
志

野
々
口
眞
由
美

斎
藤
　
信
治

山
﨑
　
巨
裕

関
口
　
昌
男

松
本
　
栄
一

中
山
　
廣
子

菱
沼
あ
ゆ
美

渡
辺
聡
一
郎

加
藤
　
一
生

中
川
　
幸
廣

藤
井
栄
一
郎

細
井
　
　
公

大
島
　
　
勉

遠
藤
　
　
誠

石
原
　
富
子

江
原
　
浩
之

井
上
日
出
巳
※ 2

平成 30年度一般会計継続費精算報告書の報告※1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 欠 ― ― ― ― ― 報告済み
固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ― 適　　任
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係
法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

印鑑条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
学童保育所条例の一部改正 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ― 修正案可決
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
専決処分の承認（令和元年度一般会計補正予算（第２号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承　　認
道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

令
和
元
年
度

一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
蓮田都市計画事業野牛・高岩土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決
蓮田都市計画事業白岡駅東部中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

平
成
30
年
度

一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
野牛・高岩土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
白岡駅東部中央土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 認　　定
水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決及び認定

※ 1　報告議案については、報告のみの案件で、採決はありません。　※ 2　18番　井上日出巳議員は議長のため、採決には加わっていません。

編 後集 記

委員長  斎藤　信治
副委員長  加藤　一生
委　員  中村　匡志
委　員  野々口眞由美

委　員  山﨑　巨裕
委　員  中山　廣子
委　員  中川　幸廣

議
会
広
報

常
任
委
員
会

議会・委員会傍聴へ
いらしてください

（議場は市役所4階です）
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